
医師の働き方改革
～宿日直許可基準について～

松山労働基準監督署
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医業に従事する医師について、令和６年４月から
時間外労働の上限規制の適用開始

・時間外労働の上限（休日労働含む）
A水準：年960時間、BC水準：年1860時間
・勤務間インターバル９時間、18時間

適用開始に伴い、事前に医師の宿日直許可申請が必要
な場合があります。

要チェック！

令和６年（２０２４年）４月以降は・・・
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宿日直許可基準について
労働基準監督署長の許可を受けた場合には、その許可の範囲で労働基準法上

の労働時間規制が適用除外となる。

宿日直の許可基準（一般）

①常態として、ほとんど労働をする必要のないこと
定時的巡視、緊急の文書または電話の収受、非常事態に備えての待機等を目的とする働き方が対象。

始業または終業時刻に密着した時間帯に、顧客からの電話の収受や盗難・火災防止を行うなど、通常
の労働の継続は、原則として許可しない。

②宿日直手当
宿日直手当の最低額は、当該事業場において宿直又は日直に就くことの予定されている同種の労働

者に対して支払われている賃金の一人１日平均額の１/３以上。

③宿日直の回数
宿直勤務については週１回、日直勤務については月１回が限度。

※事業場に勤務する18歳以上の者で法律上宿日直勤務を行うことができる方が宿日直勤務をした場合
でも人数が不足し、かつ勤務の労働密度が薄い場合には上限回数を超えて許可する場合もある。
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宿日直許可基準について
医師、看護師等の宿日直の許可基準（１）

①通常の勤務時間の拘束から完全に開放された後のものであること
通常の勤務時間が終了していても、通常の勤務態様が継続している間は宿日直許可の対象外となる。

②宿日直中に従事する業務は、一般の宿直業務以外には、特殊の
措置を必要としない軽度の又は短時間の業務に限ること
・医師が、少数の要注意患者の状態の変動に対応するため、問診等による診察等（軽度の処置を含む）や、看護
師等に対する指示、確認を行うこと。
・医師が、外来患者の来院が通常予定されない休日・夜間（例えば非輪番日）において、少数の軽症の外来患者
や、かかりつけ患者の状態の変動に対応するため、問診等による診察等や、看護師等に対する指示、確認を行う
こと。
・看護職員が、外来患者の来院が通常予定されない休日・夜間（例えば非輪番日）において、少数の軽症の外来
患者や、かかりつけ患者の状態の変動に対応するため、問診等を行うことや、医師に対する報告を行うこと。
・看護職員が、病室の定時巡回、患者の状態の変動の医師への報告、少数の要注意患者の定事検脈、検温を行う
こと
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宿日直許可基準について
医師、看護師等の宿日直の許可基準（２）

③宿直の場合は、夜間に十分睡眠がとり得ること。

④一般の宿日直許可の条件を満たしていること。（３頁参照）

宿日直の許可は、職種、業務の種類等を限って得ることも可能です。
ポイント

・例えば、「医師」と「看護師」と「事務職員」の宿日直をそれぞれ分けて
申請することができます。

5



申請方法
• 断続的な宿直又は日直勤務許可申請書
• 添付書類① 宿・日直手当額を計算した書面（手当額計算表）
• 添付書類② シフト表、宿日直当番表（直近１か月程度）
• 添付書類③ 宿・日直勤務時間帯のタイムスケジュール

基本的に全案件について以下の資料を提出

• 添付書類④ 建物、敷地の平面図（宿直室等の位置、巡視経路を図示）
• 添付書類⑤ 勤務日誌（直近２週間程度）
• その他、調査官が必要と判断したもの

※申請書及び添付資料は、２部（正・副）をご提出願います

事案に応じて以下の資料も提出

6



断続的な宿直又は日直勤務許可申請書（記載例） 
 

様式第10号（第23条関係） 
事 業 の 種 類  事 業 の 名 称  事 業 の 所 在 地 

医療業 医療法人△△病院 愛媛県松山市六軒屋町…      （TEL：○○○） 

宿 

直 

総 員 数 １回の宿直員数 宿 直 勤 務 の 
開始及び終了時刻 

一定期間における 
１人の宿直回数 １回の宿直手当 

８ 人 

    常勤医師  ４人 

    非常勤医師 ４人 
１人   午後５時３０分 から 

  翌午前８時３０分 まで 週１回 ３０，０００円 

就 寝 設 備 当直室：ベッド一式（掛布団等寝具付・寝具予備有）、冷暖房、TV 

勤 務 の 態 様 ・１回約15分の定期回診（病室を巡回。１回の宿直勤務で２回程度、発熱診察等を行う場合がある。） 
・入院患者の容体急変に備えた病棟管理（診察を要する頻度は１回１件程度（１件約10～20分程度） 

日 

直 

総 員 数 １回の日直員数 日 直 勤 務 の 
開始及び終了時刻 

一定期間における 
１人の日直回数 １回の日直手当 

８ 人 

    常勤医師  ４人 

    非常勤医師 ４人 
１人 自 午前８時３０分 から 

至 午後５時３０分 まで 月１回 ３０，０００円 

勤 務 の 態 様 ・１回約15分の定期回診（病室を巡回。１回の宿直勤務で２回程度、発熱診察等を行う場合がある。） 
・入院患者の容体急変に備えた病棟管理（診察を要する頻度は１回１件程度（１件約10～20分程度） 

 令和４年５月１日 

使用者 
職名 医療法人△△病院 理事長 
氏名 労働 四郎               

    
 
       松山労働基準監督署長 殿 
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基本給 手当 手当 手当 手当 合計

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

（許可基準額：円）

（総員数：人） ×

合　計

１　賃金額には通勤手当、家族手当、賞与は含まないものとし、申請直前の額とすること。

２　所定労働日数は、１年間における１か月平均日数とすること。

３　宿直と日直が従事者が異なる場合は、それぞれ別に作成すること。

×１／３

（賃金額合計：円）

（所定労働日数：日）

＝

従事者名 性別 年齢
賃　金　額

宿・日直許可申請添付資料（手当額計算表）
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開始時刻

拘束時間

時刻
16 17 18 19 20 21 22 23 24 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 （時）

実作業の内容

うち仮眠時間 時間　　　分時間　　分

所在地

電話 （　　　　　　　）　　　　－

宿・日直許可申請添付資料（タイムスケジュール付表）

時　　　分 終了時刻 時　　　分

勤務の態様

事業場名

うち実作業時間 時間　　　分

9



10



11



12



13



14



15



16


